青明舎フェイスシート

平成21年10月19日　担当：兵藤　拓明

	登　録　者
	氏　名　宮本　まゆみ　様　　　　　男・女　　　　昭和63年6月17日生（21歳）

	
	住　所　十和田市西十一番町1－12－19　電話　0176－25－1482

	
	障害名
	知的障害
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	昭和　年頃（　歳時）
	罹 患 期 間
	約21年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	受診歴　なし
	外来受診日
	なし

	
	
	
	

	医療区分
	
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	なし
	愛護手帳B

	経済状況
	年金
	月66,000円（障害基礎年金2級）

	
	就労
	平成21年9月現在は未就労（八甲荘当時は月額6万円程度の収入あり）

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	ジョブサポートみさわ

	日中活動の場
	　十和田職業安定所、アセンドハウス、友人宅

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成21年8月30日
	身長
	148cm
	体重
	51kg

	最終学歴
	青森県立七戸養護学校
	免許・資格
	なし

	職歴（訓練）
	1 平成18年4月～平成21年3月：特別養護老人ホーム八甲荘

（社会適応訓練～トライアル雇用を経て雇用となる）

2 平成21年9月3日～9月5日：リサイクルショップ質福神

（職場実習）

	保　護　者
	氏　　名　　宮本　勇　　様　　　　　　　続柄　　父親　（同居　・否）

	利用目的

就職できるように支援してもらいたい。就労によって賃金を得たい。

	入院・治療歴

特別養護老人ホーム八甲荘に在籍中、胃炎、うつ病で通院したことがある。

	服薬　なし

	生活歴

十和田市内にて三女として出生。父親、母親、長女、本人の4人暮らし。次女は結婚し八戸市内に在住。

平成18年3月に青森県立七戸養護学校を卒業（在学中はもみのき学園に入所）。同年4月より特別養護老人ホーム八甲荘にて就労訓練開始（社会適応訓練、トライアル雇用利用）。訓練開始から1年間は問題なく訓練することができていたが、2年目から胃痛など体調不良を理由に欠勤するようになる。3年目になるとほとんど出勤できなくなり、本人より訓練終了の意向もあり平成21年3月に社会適応訓練終了となっている。市役所の担当者が本人の状況を確認し、就職活動を再開するが就職へ結びつかないということで支援の希望がある。
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

家族構成　父、母、長女、本人の4人暮らし

父親：日雇いの労働をしており雨の日は休み。母親の話によると「本人が職場を休むと腹を立てて暴力を振るうこともある。母親に対しても暴力を振るう。」との情報がある。

母親：糖尿病があり働くことができないと話している。本人が就労訓練している際、欠勤の連絡を母親がしている。本人に連絡させるように協力を求めたが改善せず。本人が八甲荘を退職した件や就労支援を受けていることについて「暴力を振るわれる」という理由で父親や長女に隠している。

長女：母親の話によると「甘やかすから仕事に対して不真面目なのだ」と言って本人に対して暴力を振るうことがある。在学中はキーパーソンとして本人の支援に熱心であったとの情報もある。

次女：結婚して八戸に住んでいる。関わる頻度は少ないとのこと。同居したいたときは本人に対して支援していたとのこと。




	ケジュール
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日

	午前
	
	
	
	
	
	
	

	午後
	
	
	
	
	
	
	


平成21年10月19日（月）

	氏　名
	　宮本　まゆみ様
	男・女
	生年月日
	昭和63年6月17日生（21歳）


	これまでの経過　　（最終評価日　平成21年9月28日）

	就労訓練について

仕事内容：清掃、配膳、洗濯、介護補助（食事、入浴）

就労時間：週4日、9：00～16：00（6時間）

八甲荘からの意見

· 社交的でスタッフからもかわいがられていた。人間関係に関して問題は無い。

· 理解力があり、指示通りに作業をこなすことができる。作業能力に関して問題は無い。

· 1年目は問題なく就労することができていたが、2年目からは慣れによって手抜きすることを覚えたのか作業に雑さが目立つことや、欠勤することが多くなった。3年目はほとんど出社することができなくなった。腹痛、下痢、嘔吐、うつ病、といった理由で欠勤していた。本音と建て前を使い分ける、作り話をするなどといった傾向があった。

· 年金、給料といったまとまったお金を手にしたことで仕事に対する姿勢に変化があったと感じる。（休むことが多くなったなど）

· 一人で黙々と同じ作業を行うことを苦手とするのではないか。人とコミュニケーションを図ることが得意である。

本人からの意見

· 仕事内容については全く問題無かった。職場の中での指導する担当者から厳しく指導を受けたことや、体調不良で欠勤することで周囲のスタッフから白い目で見られ、出勤することが次第に辛くなった。

· 養護学校の先生は自分がどれだけ辛かったか分かってくれない、実際の現場で働く自分にしか分からない悩みもある。（涙を流して訴えている）

七戸養護学校からの意見

· 就労訓練時において、欠勤する場合に母親が電話連絡するなど、母親の本人に対する関わり方について問題があるのではないだろうか。

· 養護学校卒業後も同級生との交流がある。友人からの影響で職場に行かなくなることも考えられる。

経済面について

· 携帯料金を4ヶ月滞納しており、合計49,000円が未払いとなっていた。携帯電話を解約し、後日年金受給日に支払いを行うこととなっている。

· 父親と姉の収入で生活しており、本人の障害年金は本人が管理している。



	家族関係について

· 本人は母親に対して依存的であり、母親は本人の生活の課題に対して指導し改善へ導こうとしない。

· すこやか財団のスタッフが父親、長女へ連絡を取ろうとすると、「暴力を振るわれる」といって母親や本人が拒否する。実際に身体を確認するがアザなどは確認できていない。

· 母親と本人は「八甲荘をやめて、現在は他の福祉施設で働いている」と父親や長女に嘘を伝えている。すこやか財団からの支援を受けていることについても隠している。父親や長女が仕事に行く頃に本人も仕事へ行くふりをして外出、しばらくしてから自宅へ帰ってくるといった日常生活を送っている。




	問題点

	1 ルールやマナーを守り、継続的な就労生活を送ることができない。

	2 金銭管理ができていない。

	3 本人への支援体制が不十分である（キーパーソンとの連携が取れない）

	4 虐待の恐れがある


	長期目標（中期・短期）

	長期：

・継続的な就労生活を送ることができる。

	中期、短期：

・金銭管理能力や職場適応能力を身に付ける。

・本人の支援体制を整備する


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	就労訓練を実施する
	実際の職場で就労訓練を実施し、問題が発生した場合にその都度面談して振り返りを行う。
	3ヶ月

	金銭管理を確認する
	本人の金銭管理について両親を交えて確認する。
	3ヶ月

	家族と連携する
	父親、長女と面談の機会を設ける。母親と本人を説得する。
	3ヶ月

	虐待を防止する
	市の保健師に訪問を依頼し、実態把握を行う。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：　兵藤　拓明

修正プラン実施評価日： H21年10月19日（月）　青山荘地域交流活動室













家族構成
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